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第 21群　示説・待機

142� 10014

清瀬で学ぼう！広げよう！糖尿病看護認
定看護師の輪
日本看護協会看護研修学校　糖尿病看護学科 9 期生

【目的】糖尿病看護認定看護師（以下ＣＮと記す）を
目指し、平成 21 年度日本看護協会看護研修学校（以
下研修学校と記す）において糖尿病看護学科 9 期生と
して 1 年間の研修を受けた。現在はＣＮ教育機関が東
京・千葉・福岡と複数になったが、研修学校での教育
課程の特徴や実際、研修学校で学ぶことの意義につい
て考察したので報告する。

【方法】糖尿病看護学科 9 期生 30 名にＣＮ研修を振り
返り、聞き取り調査を行った。倫理的配慮：個人が特
定されない形で発表することを説明し、了承を得た。

【結果】研修学校選択の理由として、ＣＮ教育におい
て一番長い歴史を持っていること、他機関でＣＮ教育
が始まったことを知らなかったことが挙がった。研修
学校で学ぶことの利点として、糖尿病治療や看護の領
域で高名な講師陣の講義が受けられる、学習環境がよ
い、研修学校には 7 分野の学科があり、合同講義やグ
ループ演習によって他分野との交流や連携について考
えることができたなどが挙げられた。講義やグループ
ワーク、臨地実習などから、糖尿病患者と家族に寄り
添う看護を学び、ＣＮの特化技術である「糖尿病ケア
システム立案技術」「血糖パターンマネジメント技術」

「フットケア技術」を習得できたという意見があった。
糖尿病ケアシステム立案技術では、グループ毎に地域
住民や企業での健康教室を開催し、地域や企業での糖
尿病一次予防、産業看護師との連携により糖尿病ケア
のシステム構築につながることを学べたという意見が
あった。

【考察】9 期生が研修学校を選んだ理由、ＣＮを目指
した理由は様々であった。講義やグループワークで糖
尿病看護とは何か、どうあるべきかを考えながら 30
人の仲間や教員と深く語り合った。また、特化技術の
習得により一次予防も担うＣＮとしての幅広い活動を
学ぶことができ、9 期生各自が今後の活動の方向性を
掴むことができたと考えられる。仲間と糖尿病看護を
語り合うことで得られた学びは、ＣＮとしてのやりが
いを見出し、糖尿病患者と家族に寄り添う看護の習得
につながり、これらが研修学校で学ぶ意義なのではな
いかと考えられる。
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ピア・エンパワメント　みんなで進もう
認定看護師への道 in 福岡
～私たちが応援します～
福岡県立大学看護実践教育センター　 
糖尿病看護認定看護師教育課程 1 期生

【目的】福岡県立大学看護実践教育センター（以下セ
ンターと略す）は、平成 21 年度に、日本看護協会看
護研修学校に次ぐ全国 2 校目の糖尿病看護認定看護師

（以下 CN と略す）教育課程として開校した。センター
における教育課程の実際や特色を紹介し、具体的な学
生生活をイメージできるよう提示することで、CN 資
格取得希望者の増加に繋げることを目的とし、教育課
程の実際の振りかえりと考察を行ったので報告する。

【方法】教育課程 1 期生 16 名を対象に、教育課程の振
り返りをテーマに聞き取り調査を行った。倫理的配慮：
発表の趣旨及びプライバシーの保護について口頭で説
明し、了解を得た。

【結果】聞き取りでは①入学までの道のりについて（受
験勉強の方法、自施設への働きかけ、金銭面の調整な
ど）、②センターのカリキュラムについて（著名な講
師陣による講義・演習からの学びなど）、③生活の中
で得られた学びについて（タイトスケジュールの中で
の健康管理、同じ目標を持つ仲間同士でのピアサポー
ト・ピアエンパワメントの重要性など）、④特化技術
の習得について（血糖パターンマネジメント演習、教
育媒体の作成、授業案の作成と模擬授業など）⑤今後、
自施設に戻ってからの活動課題の明確化について　の
5 点が、今後伝えていきたいと考える共通の学びの内
容として挙げられた。また、センターの特色として①
少人数（定員 15 名）によるきめ細かい指導が受けら
れる、②大学併設ならではの充実した学習環境（豊富
な講師陣、図書館、演習設備など）、③公立のため学
費が安価で物価も安いため経済的負担が少ない、④福
岡都心より 1 時間という立地でありながら自然豊かな
環境で学習に打ち込める　などが挙げられた。

【考察】認定看護師制度に興味があっても、職場・家
庭環境や経済的問題の調整などに加え、どのような講
義・演習・実習が行われ、何を学べるのかなどの情報
量が少ないことから生じる不安などのため、受験・進
学に至らないケースは少なくないと考えられる。今回
の結果から得られた内容を提示し、教育課程の実際を
広く知ってもらうことは、受験者の増加に繋がると考
えられ、今後の糖尿病看護の活性化にも繋がるのでは
ないかと考える。
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